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構造地質学ノｰト

①アルプス地質学の誕生

星野一男(燃

グラルス･ナッペの発見者

アｰノルド･エッシャｰ

1.アルピニストとジオロシスト

山に興味を持っている人なら誰でも知っているように

登山にはアルピニズム(Alpinism)とヴァンデルンク

(Wmderu㎎)がある.目もくらむような岩壁をザイ

ル!本に身を託して登って行くのが前者であり嶺から

峠へと足にまかせてひたすらに歩くのが後者である.

前者は男性的であり後者は女性的であると言えよう.

アルピニズムの語源とたったのはヨｰロッバ大陸の中

央に連なる有名なアルプス(dieA1ps)である.

この言葉が端的に語っているようにスポｰツとしての

登山はスイス･アルプスに始まったのである.そし

てこのことはあまり人には知られていないがス

イスにおけるアルピニズムの濫鰯こそ構造地質学を地質

学界に齋すことになるのである.むしろ構造地質学

の誕生がアルピニズムというスポｰ一ツをこの世に授けた

のだと言ってよいであろう.

この“ノｰト"のまえカミきに代えて私はこれからアル

ピニズムから構造地質学が生まれた物語りを書いてみた

いと思う.

料部)

にすすめて(莫大荏懸賞金の話を持出したと言われてい

る)想像を絶する苦難の未にヨｰロッバ撮高峰のモン

ブラン(MonB1anc,4,810m)に初登頂させた.翌

年1787年にはド･ソｰシュｰル自身もその頂上を極め

学術上の研究を行恋った.その背景と困難性から見れ

ぱこの壮挙は現代の南極行以上の学術探険であることは

容易に同意して頂けるであろう.事実この登山行は

近代的存意味で“登山"の矯矢と考えられている､モ

ンブランの麓現在登山とスキｰの地として名高いシャ

モニｰの街の中央にはソｰシュｰルと農夫ハルマの銅

像があり彼は登山術(アルピニズム)の父と称えられ

ハルマはアルプスのガイドの先達とされている.ソｰ

シュｰルはアルピニストとして山々を探検し浩翰な著

書“アルプス旅行記"(Voyagedans1eA1pes)を

1779-96にわたって刊行している･地質学と言う言葉

gる｡1ogie(仏)9eo1ogy(英)を最初に提唱したのはソ

ｰシュｰルその人であり彼こそはジオロシストと自称

した最初の人であろう｡銅像のソｰシュｰノレは毅然と

してモンブランの方向を凝視し傍に侍するハルマの右

手は高くかかげられて誇り寓いVサインかとも見える.

アルピニストであることがジオロシストの条件であった

この時代の背景をこれほど直接に我々に語ってくれる

ものはない.

世界史の中で最初に近世の曙光に輝いたのはイタリア

であった.その項アルプス以北のヨｰロッパはまだ

中世の扉の中であった.中世から近世への道を求めて

人々は除しいアルプスの谷間を往来するようになった.

ノレネッサンスの太陽はやがてアルプスの嶺を照らし始め

新しい意識を持った人々は今まで悪霊の棲家と考えら

れ何人も敢えて近寄ら荏かった怪異な岩山にも好奇の

目を向けるようになりアノレプスをめぐるタブｰは次々

に泡雪のように溶解し始めた.このようにしてアルプ

ス登山吏において黎明期と呼ばれている時代が始まる1

この辺の経緯は以前に地質ニュｰスに書いたので(第

214号)ここではド･ソｰシュｰル(DESAUssURE)の

有名祖足跡を紹介するに止めたい.

ド･ソｰシュｰル(1740-1799)はジュネｰブ生れ

の自然科学者である.彼は1786年に地元の農夫と医師

第1図シャモニｰの街に立つアルピニズムの父ソｰシュｰル(宥)

の橡�
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第2図スイス北東部

アルプスの最高峯モンブランの征服を契機として悪

魔の国として恐れられていた岩と氷の山々は次々に人

々の挑戦をうけるようになった.宗教の神秘から目を

配した科学者達は自然を自分達の意志で観察しょうと

考えたのである･ここで舞台をシャモニｰからスイス

の東部に転じチュｰリッヒから程遠からぬリント(L,

nth)の谷へ移してみよう･時代はソｰシュｰルから半

世紀のあとである.

スイス最大の都市チュｰリッヒは細長く三日月のよ

う祖形で横たわる湖の北西端に位置している.このチ

ュｰリッヒ湖はリス･ウノレム期に猛威を振った氷河がモ

ラッセを削り去った跡でありチュｰリッヒは氷河が最

も北方に押し出したリス期につくられたモレｰンの上に

築かれたロｰマ時代の要塞がその起源

となっている｡チュｰリッヒ湖が東

南にその湖水を失うあたりにほぼ南よ

り流れて注ぐのがリント渓谷である.

チュｰリッヒまで押し出した氷河の源

はリント渓谷の上流に在ったのである.

リント渓谷を遡ると左右はこの氷河に

よって削られた雄大なU字谷の岩壁の

重なりである.現在では氷河はリン

ト渓谷の源流付近の高度約2,500皿ま

で後退してしまってドｰデ(Todi,

3,623m)の頂付近にしか見られない.

リント氷河が南北から東西に向きを変

えてチュｰリッヒまでの長い距離を押

し出した理由は当時の地形の影響であ

ろうがリント氷河とチュｰリッヒの

モレインを結びつける証拠となったも

のつまりチュｰリッヒ･モレインがリント氷河に由

来するものであることカミ判ったのはある特殊狂岩石のた

め在のである･ベルカｰノとこの地方で呼ばれている

この岩石は赤色あるいは灰緑色の火山質礫岩でまさに

名前のとおりVerrucanoである.これはMusche･

1友a1kやBuntsandsteinを含む三畳系の下位に現われ

二畳系に属することが確認されている.ベルカｰノは

リント渓谷の東側の峯々を形成しており他所では分布

していない･このベルガｰノカ;チュｰリッヒ･モレイ

ンの礫の中に多数見出されるのである.

ウルム･リスなど私達にとって馴染の深い名前はチ

ュｰリッヒから程遠からぬミュンヘン近傍の地名に由来

することで知られるとおり最盛期に今の北海あたりに

まで発達した氷床がその後アルプスにまで後退した道す

じは今世紀初頭のヨｰロッパの地質家達によって詳細に

調べられベルカｰノのような特殊な分布を示す岩石を

手がかりに段々と判ってきたのであるカミベルカｰノが

このとき早速リント氷河の道筋の案内として注目された

のはこの頃すでにこの岩石がヨｰロッバの地質家の伸間

で非常に著名であったからである.ベルカｰノは世界

ではじめてのナッペ(NapPe)発見を導く手がかりとなっ

た岩石であり発見の立役者はカットに掲げられたス

イスのアノレピニスト兼ジオロジストェッシヤｰ(AR

N0LDEsE肥RY0NDERLINT亘,1807-1872)であった.

エッシャｰは名前の示すとおりリント渓谷の古い家柄

の家に生れた.ここでナッペ発見の主人公エッシャ

ｰを迎える前に舞台と時代をもう少し説明しょう.

リント渓谷の一帯はスイスではグラルス(G1arus)と

第3図チュｰリヅヒ上空より南東を望む.Gグラルス連山.E

E8g･矢印ほリント漂谷の入口�



呼ばれている.渓谷の中程に同名の人口2･3万の街

がありこれがグラルスの首府である.スイスは25の

州(カントンと呼ばれる)からなる連邦であるがグラ

ルスは12世紀以来のスイスで最も古いカントンの1つで

ある.

奥深い渓谷はヘルベチア･ナッペ群の中央に位置して

おり渓谷の両岸の雄大な懸崖はナッペの構造をその

ままに露呈して地質学者の目をたのしませてくれるのだ

が観光路から外れているためにいまだに中世村落の

おもかげを残しているところでもある.

グラルスは曽ってスイスにおける家内繊維工業の中心

地であった.18世紀に木綿織がスイスに伝えられると

リント渓谷はたちまちその最大の中心地になったのであ

る.中心といってもカントンの人口が4万にもならな

い山国だから街の大きさも知れたものであったろうが.

ともあれグラノレスはその最盛期を1860年ごろに迎える､

インド織りと称せられるスイスはグラルス産の織物は

当時各地の市場の人気を占有して高貴な婦人の身を飾る

服地に珍重されたと伝えられている.

読者はエッシャｰが育った環境19世紀のロマンチシ

ズム華やかなりし頃のヨｰロッバしかし現実にはその

影響からは程遠いアノレプス山奥の静か柱しかも適度に活

気ある山村……を想い浮かべるのにそれ程抵抗を感じ校

い事であろう.このマニファクチュアによってスイス

で最も早くブルジョア的雰囲気に染ったリント渓谷が

アルピニズムというスポｰツにも先駈けていたことは

容易に理解できることである.ドｰデはリント渓谷を

遡った最奥の岩峰であり主峰の高度は僅か3,600m余

第4図リント渓谷.中央はリントの村落､右側は古第三系フリッ

シュ左側は中生代石灰岩層よりなる.

に過ぎないカミチュｰリッピからも望み得るその山容は

天駈ける奔馬の白い馬身を思わせる美麗な山である.

ドｰデ山頂そのものは1824年ソｰシュｰルらによるモ

ンブラン征服後37年後に初登頂の洗礼を受けた.その

後ドｰデはスイス･アルピニストの開拓者達のメッカ

として親まれやがてこの山にスイス最初のというこ

とはおそらく世界最初の山小舎が建てられることになる.

それは1863年のことであってウィンパｰ等によるマッ

タｰホｰン初登頂に先立つこと2年前のことであった.

2.グラルス･ナッペの発見

リント流域の東側には先程話に出たベルカｰノの岩層

がむしろ山稜近くに連る.ベルカｰノは本来スイスと

境を接するオｰストリアのチロル地方に広く分布しこ

の地方では厚い三畳紀のドロマイト層などの下位層とし
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て発達し三畳系が海成層であるのに反して二畳系の

陸成層を代表するものとして層序的位置カミすでに明ら

かにされている岩層であった.

ベルカｰノの赤あるいは緑の特殊な岩質は特長的で

遠い距離からでも見あやまることは粗かった.エッシ

ャｰはリント流域ではどこでもベルカｰノの下に砂岩と

泥岩よりなるフリッシュが見られることに気がついた.

フリッシュの中には第三紀始新世を示すヌンムライト

(Num,m.u1ite貨幣石)を豊富に含んでいるヌンムライ

ト石灰岩があった.このあたりは高さ2,500から3,000

皿の岩峯が連なっているのだがベルカｰノはそれらの

項き近く2,000から2,500m以上を占めている.岩壁は

巨大なリント氷河で割られたU字谷の絶壁であった.

近づけば観察をさまたげるものは何も荏い(第416図

など).エッシャｰはこれらの高峯の1つ1つを難じ登

ることによってベルカｰノとフリッシュほ1～3mの遷

移帯をへだてて接していること接触面は非常にきれい

狂平面状であること遷移帯を構成するものはこの付

近に分布する石灰岩に似ているカミ非常に微細な流動構造

をもつ岩石であることを明らかにして行ったのである.

ヌンムライト石灰岩はどこでもベルカｰノの下位でしか

見出せなかった.
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第6図スイス北東部の地質柱状図

これは当時としては大変なことであった.当時す

なわちライエルのP工icip1esofGeo1ogyが刊行されて

間もないころでありイギリスフランスを中心として

漸く層位学の原理である地層累重の法則などが確立され

たときである.下位の地層は上位の地層よりも古いと

いう事を前提にして地質学の体系が成立し始めたときで

ある.ベルカｰノが二畳紀に属しヌンムライト石灰岩

が始新世であるということはこの原理を基礎におくこと

によって導かれた結論であった.

道は2つしかない.折角一大公理として認められ

その基礎の上に体系化されっっあったそれまでの地質学

を御破算にしてしまうかあるいはそれまでの体系を認

めた上でこの事実を説明する新た柱原理を作りだすかで

ある.この時代のスイスのジオロシストとしてエッ

シャｰはまた卓越したアルピニストであった.エッシ

ャｰはあまりの重大さに彼の観察を認めようとしない仲

間を頂上近くまで連れて行って彼等自身の目で確かめ

さ世だ.この“逆転"が少なくとも20～30km一の長さ

にわたって続いていることは最早疑うべからざる事実で

あった.

人々を困惑させたのは若し累重の法則を認める柱らば

1k皿以上もの厚い地層巨大な重量の岩層を逆転させ

衝上させた力はなにかということであった.この点は

ウェｰゲナｰが始めて大陸漂移説を唱えたときに地塊が

漂移するという機構を説明することの困難さの故にすべ

ての地質学者･物理学者が背を向けてしまったのに似て

いる.大陸漂移説が初期においては単なる仮説にすぎ

なかったのに反してグラルスにおける大逆転は厳然た

る事実であった.

エッシャｰが地質学史上に彼の名を不朽ならしめたこ

の大きな発見をなしとげたのは地元では1840年8月1

目であるとされている.しかしこの目付の根拠は

あまり明瞭ではない.後にグラノレス･ナッペ(G1arus

NapPe)と呼ばれるようになったこの衝上構造が学界に

文字となって発表されたのは時代をはるかに下って1878

年のことでありエッシャｰの死後に弟子であるアルベ

ルト･ハイム(ALB醐THEni)によって書かれた造山

作用のメカニズムに関する研究(Untersuchmgen廿ber

denMechanismusderGebergsbi1dung)の中であった.

ハイムによればエッシャｰのグラルス･ナッペの発見は

1846年になされたことになっている.8月1目という

目付に至ってはさらに解ら粗い.8月1目で思い当る

のはこの目はスイスの建国記念目なのだがいくら美し

い山と湖を誇りとし観光を国是としている国でも地質

学上の発見の目を建国の目と一致させる程地質学が尊�
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重されている訳でも狂さそうである.

グラルスの町から更に上流に上ったところにリント川

の支流カミありシェワンデンという小邑がある.この

道路脇にベノレカｰノとフリッシュの接触している露頭が

ある.正確に言えばフリッシュの本体は数米の間草に

被われているのだがここは登1⊥1靴をはかずに接触部の

見える唯一の露頭である.遷移部の岩質流理構造も

まことによく観察される､このいわば断層粘土に相当

する遷移部の岩石は露頭のある土地名をとってLoch･

seitenKa1kと呼ばれている.ハイムの第2作スイ

ス地質誌(Gεo1ogiederSchweiz,1920-22)にはこの

場所のスケッチと詳細な記録が話されている.この露

頭に最近30cm大の鋼板が埋め込まれた.すなわち

↑第7図

リント渓谷の東側(上)と西

側(下)における南北方向地

質断面図.Vベルカｰノ.

Nヌンムライトを含むフリ

ッシュ

第8図

グラルス付近のナッペ構造につ

いての2断面図(RUTT酬,1969

より)

第9図

リント渓谷シェワ1■デン近傍におけるグラルス･ナッペの露

頭.Vベルカｰノ(二畳系).LLochseiten石灰岩.

写真の下部にブリッシュポ分布する.�



グラルス･ナッペの発見を記念するプレｰトである.

｢1840年8月1目アｰノルドエッシャｰによって古期

岩層(二畳系ベルカｰノ)カミより新しい地層(始新世

頁岩)の上に衝上していることがこの地において最初に

発見されこれによりアルペン･ゲオロギイの基礎が確

立された｣という文章が説明図と共に書き込まれている.

エッシャｰはやがてチュｰリッヒ連邦工科大学(Eid-

gen6ssischeTechnischeHochschu1eZ耐ich,ETHと

呼ばれる)に創立された地質学教室の初代教授となった.

グラルスに青くまれたエッシャｰが典型的祖アルパイン

.ジオロシストとして岩峰を渡り歩くことを日常当然な

こととして一向に苦痛を感じたかったと伝えられている

のも驚くことはないだろう.彼は1872年7月に65才で

世を去るが死の数週間前まで山歩きを続けていたという

ことである.エッシャｰは徹底した観察主義者で予見

を与えるおそれのある学説仮説の類を一切拒否し自

分の目で見たもの以外信用しなかったという.ETH

の地質学教室には今も教室の創始者としてエッシャｰ

の肖像画が掲げられているが(カット写真)タカの如

き鋭い双峰はエッシャｰに帰せられることに狙った栄誉

が偶然以上のものであったことを頷かせるだろう.エ

ッシャｰのあとを継いで2代目の教授と狂ったのはアル

ベルト･ノ･イムであった.

ノ･イムは単にチュｰリッヒ大学においてエッシャｰの

後継者というだけではなくエッシャｰの発見の意義を

同時代の誰よりも適確に判断しエッシャｰの内部に胚

胎した思想を開花させた人であった.大作Geo1ogie

derSchweizが今日もなお生命を失わず現代的な文献と

して屡々引用されるのは地質誌一般の寿命の短さを考

えれぱまさに驚くべきことであろう.

ここでエッシャｰの発見の意義を確めるために同時代

に戻って地質学界の様子を見てみよう.

19枇紀初頭はまだウェルナｰ派の汎本論とハットン派

の汎本論の論争が続けられていた時代であった.すで

に1669年にステノ(NIcoエAUsST酬｡)がアルプス南部や

北イタリアの地層観察から今目地層塁重の法則および水

平性の法則といわれているものを見出し山脈は当初水

平であった地層が傾動して島く癒ったという正しい結論

を導いている.その後ウェルナｰ(ABR畑ム亙GムTT-

L0巫W酬囲,1750-1817)が現われ岩石を原始岩層

(Urgebirge)遷移岩層(Uberganggebirge)成層岩層

(F16zgebirge)沖積岩層(Aufgesehwe皿㎜teGebirge)

および火山岩(Vu止｡nischeGestein)の5種に分類し

た.ウェルナｰの偉大さはこの時点においてそれ迄の

いろいろ恋考えを1つの体系にまとめ上げたことにあっ

たのだがその基本となったものは地球は曽って完全に

大洋によってとり囲まれそこから地殻の岩石カミ化学的

沈澱のように析出し生成するのだという考えであった.

彼の考えは堆積作用を非常に重視するものでそれ故に

“水成論者"の名が与えられた.すべての岩石を堆積

作用で割り切ろうとする考えカミ無理なことは明らかで

ウェルナｰが原始岩層と分類したなかには花鹿岩斑岩

などカミ含まれておりこれらは彼の時代においてさえ

多くの観察者によって正当に火成的起源を有つものと考

えられていたのである.

第10図第9図の場所に打込まれたエッシャｰのナッペ発見を

記念するプレｰト(本文参照)

第11図第9図の断層付近の拡大図.上ベルカｰノ.不断層滑剤と

して断層面に沿ってはさみ込まれ淀Lochseite皿石灰岩�
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第12図ノ･イムのスイス地質誌に話されている第9図の第13図ノ･イムによる断層面のスケッチ.1フリッシュ性頁岩24Lochseiten

スケッチ(左上Fig.125)(Malm)石灰岩と呼ばれる混入断層滑剤層3断層粘土帯5ベルカｰノ

R断層面

ウェルナｰの汎本論はハットン(J畑EsHUTT0N,1726ノ･ツトン派はウェルナｰを否定すると共にキュヴイェ

ｰ1797)らにより覆えされる.ハットンはスコットラにも反対し粗くてはなら狂いと考えたらしい.彼等は

ンドの岩脈の接触部を観察してこれらカミ火成岩である激変説を斥けて地層の隆起や傾動は火山の噴出作用に

ことを結論し火成活動について今日我々が理解してい起因すると説明した.近代地質学の父といわれるチャ

るような説明をしている.18世紀後半の数10年にわた一ルス･ライエル(C趾肌EsL犯LL,1797-1875)はハ

って玄武岩の起源についでこれが水成か火成かが両ツトンの学説を一層科学的に発展させたと言われている.

派によって激しく論争されたカミ観察が重なるにつれ後ライエルの著princip1esofGeo1ogy(!830-33)で

者に軍配が上げられたのである.このようにして19世地史学的構成の基本的考え方として強調されたのカミ斉一

紀初頭にはハットン派の勝利が歴然としてきた.しか論(Unifomitarianism)である.これは地球上に起

し構造地質の立場から見ると汎火論の勝利は困った情こったさまざまな変動･変革はその本質において現在我

況をもたらすことに狂った.友が経験するものと同じでありしたがって現在の過程

それはこう言うことである.ウェルナｰによってまを研究することによって過去の過程も理解し得るという

とめられた岩石5分類にはともあれ始原的地層から考えである.ライエルのこの“原理"が地質学から自

沖積的地層へと現在の地史学の蔵芽とも言えるものカミ潜然を何か神秘曲匁ものとして考えるとか人間界を離れ

んでいる.この頃岩層の起源についてキュヴィエた宗教的観念で看るとか中世的思考を1帰するのに役立

(CwI醐,1769-1832)の激変(Katastrophen)説が1ち地質学を確固とした自然科学の1部門として定着

時期支持をうけたことがあった.キュヴィエは地層がさせた功績は否定することはできない.PrinciP1esof

変わると古生物に大きな変化がある事を観察して地殻Geo1ogyに提示された層序表には現在と同じよう恋第三

には生存中の動物や植物を絶滅させるような激変作用が紀の地層名がみられるなど基本的考え方は現在にそのま

訪れることがあると考えた.ま通ずると言ってよい.反面Unifomitarianismを

鶏14図

左からベルカｰノ(赤色凝灰

質砂岩)Lochseiten石灰岩

倉ヌンムライト石灰岩�



第15図

ベルカｰノを構成する岩石類.後左よ

リ赤色凝灰質砂岩緑色火山質礫岩緑

色層状礫岩

基礎原理として採用することによって平穏な現代の出

来事以外の“地質的変動"は“原理的にあり得ない"こ

とになってしまったのである.ともあれ学界はまこ

とに時宣を得た指導原理を授けられたようである,万

帆にあたる風は〕贋風であった.1840年8月1目までは.

3.構造地質学の誕生

エッシャｰによる1840年のグラルス･ナッペの発見の

かげには1つのあまり日本では知られていないエピソ

ｰドカミある.

エッシャｰと同時代人にシュッｰデル(B醐肥蛆D

STU㎜R,1794-1887)という地質学者がいた.当時は

エッシャｰよりもシュッｰデルの方が有力者であり著名

家であった.その証拠にシュッｰデノレはハイムが大著

2巻のスイス地質誌Geo1ogiederSchwei2(1920-22)

を刊行する以前半世紀前に同名の著作を行荏っているの

である.1851年から53年の3年聞にわたって発刊され

たシュッｰデル著Geo1ogiederSchweizは同様に2巻

に及ぶ大作であったがこれは間もたく忘れられてし

まった.ハイムの著作が刊行後半世紀以上も経った今

日でも第一級の文献として利用されているのとは全く対

照的である.この理由は明らかである.シュッｰデ

ルの著作が単なる岩石･鉱物の記載以外の何ものでもな

いためであった.それは岩層分布の記載のみで終始し

たのである･今日我々はスイス･アルプスの地質が

いわゆるナッペ構造より構成されていることを知ってい

る.そこでは同一層がナッペによって何回も重塁して

くるのである.このような場所からナッペを抹消し一

ナッペによる地層の繰返しということを考えずに地質の

記載を試みたらどのようなことになるだろうか.観察

に忠実に分布を正確に表わそうとすれぱするほど地質

図は収拾のっか恋い結果を生むだけであろう.'

ハイムのスイス地質誌はシュッｰデルの仕事の紹介に

多くの頁を賞している.その態度は冷静で尊敬に満ち

たものでありはじめてスイスにおいて地質の知識を集

約し体系化した人として讃辞こそあれ批判的表現は

全く見られない.

それではシュッｰデルはそれ程卓越した学者でありな

がらグラルスの逆転構造に気がつかなかったのだろう

か･スイスの至る所に存在しているナッペ構造を何故

見逃してしまったのだろうか.この疑問を解く鍵はハ

イムの著作の中に見出すことカミできる.ハイムの記述

によるとシュッｰデルはハットン派す荏わち汎火論を信

奉し93才の高台で死ぬまでその立場を変えることがな

かった.彼は従って地殻激変作用を信じなかづたと伝

第16図Segnes峠(グラルス南方)におけるグラルス･ナッペの遠望

(ノ･イム原図).1ベルカｰノ2Lochseiten石灰岩

3フリッシュ

第17図グラルニシュ(グラルス･アルプス)の雄大な北側壁面.第

7図地質断面図参照�



第18図

チュｰリッヒEggよリ見るス

イス･アルプス

T:ドｰデ(3,623m)

G:グラルニシュ(2,920m)

M:モラッセ

Z:チュｰリッヒ湖

えられる.シュッｰデルの時代はウェルナｰ派とハッ

トン派との論争がもっとも激しく展開されたころであっ

た.ハットンの名著地球論(TheoryoftheEarth)が

刊行されノ･ツトン派の優位がはっきりしてくるのはシ

ュッｰデルがスイス地質誌を刊行してから約40年後であ

る.シュッｰデルはいずれにせよ一方の派にわれと

我身を投じてしまったのである.当時はノ･ヅトン派カミ

いわば学界の主脈流であった.シュッｰデルのこの行

為が学界における彼の世俗的名声を高めるのに関係があ

ったのかどうか判らない.明らか荏ことは結果論であ

るがこの事が彼にとって自縄自縛をもたらしてしまっ

た事である.汎火論を採った勢でシュッｰデルは激変

説に反対せざるを得在かった.シュッｰデルがこの立

場にこだわる限りグラルスの逆転をたとえ観察したと

しても正しく理解でき恋かったのは当然のことである.

これに反してエッシャｰは徹底した観察主義者で

自分の目で見たもの以外は信用しなかったと伝えられる

人であった.

平凡な教訓のくりかえしであるが我々は科学におい

て予断が如何に危険であるか観察が如何に重要である

かの貴重な例示をグラルス･ナッペ発見のエピソｰド

から見るのである.

り地質屋ではないという事は充分に承知していても私は実に

奇妙狂気持であった.飛行機ですら2.30時間かからなければ

到着できぬような国の人が知悉していることを生れな添らにそ

の山を朝夕眺めそのほとりを幾たびもすぎた人が路傍の草花

のようにその名を知ろうともし校いということに不思議な

気持であった.世紀の碩学の足跡も永遠匁アルプスの自然の

中では無名の草花にも匹敵し得ぬ様だ.Eggからグラルスを

望むときつねに私はここで為されたあるスイス人の仕事が

その人の意志とは無関係にスイスの外に波紋を惹きおこして行

ったその玄妙さに惑わざるを得なかった.

幅数キロのチュｰリッヒ湖の両津は氷河の浸蝕より免れた

800から900米の高さの丘であってところどころEggと呼ば

れる平担面カミある.チュｰリッヒから約15キロ離れた私の家

はこの1つの面の上にあリ家の窓からはグラルスやドｰデの

山々が重畳してそびえるのを良く見ることカミできた.夕刻に

狂ると西目をうけた高山の氷河カミオｰロラの様に輝いた.階

下に子供のない若いスイス人夫婦カミいた.親切なその夫人は

遠い地球の裏側からこの山国へきた東洋人が珍しいらしく家

内のもとへ買物の案内とかスイス料理を教えるとか言ってし

げしげと出入していた.その夫婦はグラルスのふもとに遠

い日本にまで鳴り響いている有名な拷有がありそれを見るた

めにわざわざこの国に来たという事を闘いてもしばらくは信

じられない様であった.彼等はチュリヅヒ湖の対痒にあるモ

ラッセの山がどん征意味があるのかも知らなかった.

当然のことである.彼は広告杜につとめるデザイナｰであ

エッシャｰの発見は当初は母国であるスイスでよりも

外国であるドイツやイギリスで高い評価をうけた.そ

の波紋の大きさは彼自身が予想できなかった事であろう.
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第19図ヨｰロッバにおける造山帯.Aアルプス期B■Cバリ

スカンおよびカレドニア期.RUTT酬(1969)による.�
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グラルスのようなナッペはスイス･アルプスの地質構造

の主体を恋していることが確かめられ同じような構造

はスイス以外のところオｰストリアやドイツ更に

ヨｰロッパ大陸を越えて北米大陸にも見られることが認

識されてきた.地形的に山脈あるいは高地と呼ばれて

いる地帯の地質的特徴がスイス･アルプスと本質的に同

様でありライエルがPri皿｡ip1e･ofGeo1ogyで規定

し地質学の基本理念としたものでは律することのでき

ないものである事がいまや明らかにたってきたのであ

る､新しき理念は新しき名前で呼ばれなけれぱたら

ない.グラルスのほとりでエッシャｰが確立したと話

されるところのアルペン･ゲオロジイが正にそれであっ

た.ここにいわれるA1pengeo1ogie(英語ではa1pine

geo1ogy)の意を簡単な日本文字で表現することは難かし

い.単にアルプスの地質という意味ではないことは勿

論である.一応アノレプス地質学と書くことにしょう.

アルプス地質学が対象とするものはアルプスそのもの

である.衝上し榴曲する地層である.たとえそ

れが現在に生きる我々の体験を超えたものであっても

我々はこの様抵“構造"の謎を解かなければならない･

この新しい地質学の1部門が構造地質学(stmctu工a1

geo1ogy)と呼ばれるのは時代が20世紀に入ってからで

ある｡

エッシャｰが取り上げた胎児は急速に成長する.北

アメリカのアパラチア帯に見出される厚い堆積層に対し

てデｰナ(D州ム)カミ地向斜9eosync1ineという名を与え

たのは1873年のことであった.やがて造山輪廻の概

念…地向斜から反転して大橋曲を生み恋お進行する
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第20図ST皿LE(1924)の描いたヨｰロッバの地質構造発達図.造山

輪廻の繰返しにより古期ヨｰロッパ(palaeo-E岨｡pa)から

中期所期ヨｰ貝ツバ(Meso-E.,Neo-E.)へ成長したと

考えた.

巨大な圧力によって複背斜やナッペを作りだして隆起

する造山作用へと進む一連のプロセスが体系化された.

このようにしてアノレプスの名はこの過程で生長する造

山山脈と同義語となった.シュテイレは造山運動の概

念を空間的に更に拡張し時間的規則性を設定した(St!

11e,GmndfragendervergleichenderTe栓tou企,!924).

シュテイレによれば造山運動は汎世界的規模で生起し

カンブリア紀以後に3大運動期が算えられる.す匁わ

ちカレドニア期バリスカン期アルプス期である.

また地向斜が造山運動を終える時期に狂るとその外縁

に新た校地向斜を生じ……それは更に外縁により新し

い地向斜を生み……かくて大陸は生長するに至る.

これはむしろ雄澤な詩である.古典的構造地質学の

骨格はかくて完成された.日本に地質学カミ移入された

のは正にこの時期であった.たとえば東京大学に小

藤紀念室の名を残した小藤文次郎教授が欧州に留学した

のは1880-84年でありドイツのライプチヒミュンヘ

ン大学狂とに学んだ.秋吉台で逆転構造を発見した小

沢儀明教授か渡欧したのは1924年であった.ちなみに

地質調査所の設幸は明治15年1882年のことである.

この時期にヨｰロッパで学んだ日本の地質学者カミこの様

な風潮に忽ち決定的な影響を受けたであろうことは想

像するに難いことではない.

現在ETH地質学教室に在ってアルプス踏査の第一

人者と言われるトリンピイ(丁即MPY)教授によればア

ルプス構造地質学の古典時代は1924年に終る.この年

シュテイレの上記の刊行を見またシュタウプ(STAUB)

はBauderA1penを著した.

やがて世界は戦争と混屯の時代に突入する.造山帯

と地向斜から組立てられた古典的構造像も試練の時を迎

えることになるであろう.

あとがきグラルス･ナッペの構造についての地質的

説明を行なうことは意識して避けだ.文中に紹介したA1bert

Heim,Geo1ogiederSchwei･(III)を直接見て頂きたい.

またスイス全般に関する最近の文献として下記のものを御紹

介したい.

TRU皿PY,R､,1960:Pa1eotectonicevo1utionofthecentra1
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graphyoftheu1trahelマetic丑yschbasins,Switzer1and,

Geo1.Soc.A1]ユer.Bu1L∀o1.71,p.577-6!0.

RUT囮N,M.G,1969:Thegeo1ogyofwestemEurope,
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